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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに従って画像をシートに印刷し、画像が印刷されたシートを断裁する後処理
装置に当該シートを搬送する印刷装置を制御する印刷制御装置であって、
　前記画像データを表示する表示手段と、
　前記表示手段によって表示された画像データを編集する編集手段と、
　前記後処理装置が前記シートを断裁する断裁位置を示す情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得した情報に従って前記後処理装置によって裁ち落とされる第
１の領域の画像データの前記編集手段による編集を許可し、前記後処理装置によって裁ち
落とされない第２の領域の画像データの前記編集手段による編集を制限する制御手段とを
備えることを特徴とする印刷制御装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記表示手段によって表示される画像データに、前記第１の領域を示
す情報と、前記第２の領域を示す情報を表示させることを特徴とする請求項１に記載の印
刷制御装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記表示手段によって表示される画像データに、前記第１の領域を示
す画像と、前記第２の領域を示す画像を重ねて表示させることを特徴とする請求項１に記
載の印刷制御装置。
【請求項４】
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　前記制御手段は、前記第２の領域の前記編集手段による編集が指示されると、編集がで
きない旨をユーザに通知することを特徴とする請求項１または２に記載の印刷制御装置。
 
【請求項５】
　前記制御手段は、前記第２の領域に含まれる画素に対して画像編集不可属性を付与する
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の印刷制御装置。
【請求項６】
　画像データに従って画像をシートに印刷し、画像が印刷されたシートを断裁する後処理
装置に当該シートを搬送する印刷装置を制御する制御方法であって、
　前記画像データを表示する表示工程と、
　前記表示工程にて表示された画像データを編集する編集工程と、
　前記後処理装置が前記シートを断裁する断裁位置を示す情報を取得する取得工程と、
　前記取得工程にて取得した情報に従って前記後処理装置によって裁ち落とされる第１の
領域の画像データの前記編集工程による編集を許可し、前記後処理装置によって裁ち落と
されない第２の領域の画像データの前記編集工程による編集を制限する制御工程とを備え
ることを特徴とする印刷装置の制御方法。
【請求項７】
　請求項６項に記載の印刷装置の制御方法をコンピュータに実行させることを特徴とする
プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シート後処理装置を接続してシート後処理を行う処理する印刷制御装置、印
刷装置の制御方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、印刷装置に接続されたインラインフィニッシャと呼ばれるシート後処理装置によ
って、ステイプルやパンチのみならず、糊付け、表紙の付加、断裁を組み合わせた、くる
み製本も行うことができる印刷システムがある。このような印刷システムは、例えば、Ｐ
ＯＤ（Ｐｒｉｎｔ　Ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ）向けのものである。
　また、印刷装置には接続されていないオフラインフィニッシャと呼ばれるシート後処理
装置によって、くるみ製本等の後処理を行うオフラインフィニッシャも知られている。こ
のようなオフラインフィニッシャを用いて印刷物を断裁することを前提とする従来の製本
工程では、印刷済み用紙を断裁した後の仕上がりサイズの外側の領域、つまり裁ち落とさ
れる領域に、意図的に以下の印刷画像を形成することがある。
　例えば、多色刷りレジずれを確認するためのトンボ（見当トンボ・レジスターマーク）
、色味確認のための簡易カラーチャート、後処理（オフライン）での断裁位置や折り位置
を示すためのトンボ（角トンボ、クロップマーク）が形成されることがある。また、断裁
後の用紙サイズいっぱいに写真などをレイアウトするために、意図的に断裁後サイズより
も若干大きな画像を置く（塗り足し、ドブ）場合がある。さらに、後処理（オフライン）
での工程管理や作業指示に使われる各種情報、オフラインでの後処理を意図した入稿原稿
には、上記のような仕上がり領域外の画像を含んだ原稿データが用意されることがある。
【０００３】
　しかし、印刷装置に接続され、印刷済みの用紙を直接搬送できるインラインフィニッシ
ャを備えた印刷装置では、印刷された用紙を直接インラインフィニッシャに搬送して断裁
と製本を行うことができる。そのため、このような仕上がり領域外（裁ち落とし領域）の
画像は基本的には不要である。
　また、工程管理の情報には、個人情報や機密に相当する情報が含まれる可能性もあり、
裁ち落とされた側の屑の取り扱いには注意を要する。
　ここで、特許文献１には、このような裁ち落とし領域の画像を一律に消去することで、
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トナーやインクの消費を抑える技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－３０３３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、インラインフィニッシャを装備した印刷装置を使用する場合においても、裁ち
落とし領域の全ての画像が不要とはいえないケースもあり、選択的な消去や編集ができた
ほうが良い。
　例えば、色味変化だけは紙出力結果で確認する必要がある場合に、全ページのカラーチ
ャートだけは最小限の面積残す。ユーザは裁ち落とし屑のカラーチャートを事後確認する
ことができる。
　また、逆に入稿原稿の裁ち落とし領域に、新たに画像を付加して印刷するケースも考え
られる。他にも、バリアブルデータを用いた一件一葉の帳票印刷などの場合に、実際に印
刷された帳票番号・ページ番号を、裁ち落とし屑から事後確認することで、全帳票の確実
な印刷完了を確認することも考えられる。
　このように、断裁を伴うオフラインフィニッシングを前提とした入稿原稿に対して、裁
ち落とされる領域の画像編集を行うニーズが存在する。
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、本発明の目的は、断裁処理に
よって裁ち落とされる領域と、裁ち落とされない領域とを識別して管理して、断裁される
領域の画像を、ユーザが容易にその画像を編集できる仕組みを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成する本発明の印刷装置は以下に示す構成を備える。
　画像データに従って画像をシートに印刷し、画像が印刷されたシートを断裁する後処理
装置に当該シートを搬送する印刷装置を制御する印刷制御装置であって、画像データを表
示する表示手段と、表示手段によって表示された画像データを編集する編集手段と、後処
理装置がシートを断裁する断裁位置を示す情報を取得する取得手段と、取得手段によって
取得した情報に従って後処理装置によって裁ち落とされる第１の領域の画像データの編集
手段による編集を許可し、後処理装置によって裁ち落とされない第２の領域の画像データ
の編集手段による編集を制限する制御手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、断裁処理によって裁ち落とされる領域と、裁ち落とされない領域とを
識別して管理して、断裁される領域の画像を、ユーザが容易にその画像を編集できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】印刷システムの構成を説明する図である。
【図２】印刷システムの構成例を示すブロック図である。
【図３】印刷システムにおける印刷装置の構成を説明する断面図である。
【図４】印刷装置のＵＩの一例を示す図である。
【図５】タッチパネル部に表示されるＵＩの一例を示す図である。
【図６】タッチパネル部に表示されるＵＩの一例を示す図である。
【図７】タッチパネル部に表示されるＵＩの一例を示す図である。
【図８】シート後処理ユニットの構成を説明する図である。
【図９】糊付け製本装置の内部構成を示す断面図である。
【図１０】中綴じ製本機の内部構成を示す断面図である。
【図１１】タッチパネル部に表示されるＵＩの一例を示す図である。
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【図１２】印刷システムにおけるシート後処理状態を示す図である。
【図１３】ホストコンピュータで表示されるＵＩの一例を示す図である。
【図１４】ホストコンピュータで表示されるＵＩの一例を示す図である。
【図１５】ホストコンピュータで表示されるＵＩの一例を示す図である。
【図１６】印刷システムの制御手順を説明するフローチャートである。
【図１７】タッチパネル部に表示されるＵＩの一例を示す図である。
【図１８】印刷システムの制御手順を説明するフローチャートである。
【図１９】タッチパネル部に表示されるＵＩの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　次に本発明を実施するための最良の形態について図面を参照して説明する。
　〔第１実施形態〕
　図１は、本実施形態を示す印刷システムの構成を説明する図である。本例は、印刷装置
として、ＭＦＰを用いる印刷システムであって、ＭＦＰにシートに対する断裁処理を含む
各種のシート後処理を施す各種の後処理ユニットを直列に連結（インライン接続）した印
刷システム例である。なお、ＭＦＰは、Multi Function Peripheralの略語である。また
、シート後処理装置は、印刷装置とシート後処理装置とは、インラインパスを介してシー
トが搬送されて、ジョブに設定されたシート後処理を行う。
　また、本印刷システムは、ネットワーク１０１を介して、情報処理装置（ＰＣ）１０３
とが通信可能な印刷システム例である。なお、本印刷システムでは、説明上、ネットワー
ク１０１に印刷装置と情報処理装置がそれぞれ１台接続される例を示すが、その数は限定
されることはない。
　［本印刷システム１０００の外部構成］
　図１において、印刷システム１０００は、構成要素として、印刷装置１００およびシー
ト処理装置２００を具備する。なお、印刷装置１００の一例として、本実施形態では、コ
ピー機能およびプリント機能等複数の機能を具備する複合機で説明するが、プリント機能
のみ或いはコピー機能のみの単一機能型の印刷装置であってもよい。
　印刷装置１００からシート処理装置２００に対しては、印刷装置１００で印刷されたシ
ートを、直接、搬送できるように構成されている。具体的に、印刷装置１００とシート処
理装置２００は、印刷装置１００内部のシート搬送路が、シート処理装置２００内部のシ
ート搬送路に、連結可能に構成されている。
　このように、本印刷システム１０００自身が具備するシート処理装置２００と印刷装置
１００は、互いに、物理的接続関係にあり、かつ、印刷装置１００とシート処理装置２０
０は、互いにＣＰＵを具備してデータ通信可能に構成されている。このように印刷装置１
００とシート処理装置２００は、互いに、電気的接続関係にある。
【００１０】
　なお、本実施形態では、本印刷システム１０００が具備する制御部が、印刷装置１００
とシート処理装置２００を統括的に制御している。この一例として、本例では、図２の印
刷装置１００内部の制御部２０５が統括制御を行う。なお、本実施形態では、印刷装置に
接続され、印刷されたシートを自動的に後処理完了させることが可能なシート処理装置の
事を、インラインフィニッシャとも呼ぶ。
　さらに、印刷装置１００はネットワーク１０１を介して、外部のＰＣ１０３と接続され
ている。外部のＰＣ１０３からは、プリンタドライバ等を介して印刷システム１０００に
対する印刷ジョブデータの送信が行われる。
［本印刷システム１０００の内部構成（主にソフト構成）］
　次に、本印刷システム１０００の内部構成について、図２を用いて説明する。
【００１１】
　図２は、図１に示した印刷システム１０００の構成例を示すブロック図である。なお、
本例では、本印刷システム１０００が具備する図２に示す各ユニットのシート処理装置２
００以外のユニットは、全て印刷装置１００内部に備えられている。
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　ここで、シート処理装置２００は、厳密にいえば、複数台のインラインタイプのシート
処理装置で構成可能な一連のシート処理装置群である。すなわち、シート処理装置２００
は、本印刷装置１００に対して、着脱可能なシート処理装置であり、印刷装置１００のオ
プションとして提供可能に構成されている。
　これにより、必要なインラインフィニッシャを、必要な台数分、提供可能にする等の効
果を図っている。故に、以下のような構成となっている。
　印刷装置１００は、自装置内部に複数の処理対象となるジョブのデータを記憶可能なハ
ードディスク２０９（以下、ＨＤＤとも呼ぶ）等の不揮発性メモリを具備する。また、印
刷装置１００は、自身が具備するスキャナ部２０１から受付けたジョブデータを、当該Ｈ
ＤＤ２０９を介してプリンタ部２０３で印刷するコピー機能を具備する。
【００１２】
　さらに、本印刷装置１００は、ＰＣ１０３等の外部装置から通信部の一例に該当する外
部Ｉ／Ｆ部２０２ユニットを介して受付けたジョブデータを当該ＨＤＤ２０９を介してプ
リンタ部２０３で印刷する印刷機能等を具備する。
　このような複数の機能を具備したＭＦＰタイプの印刷装置（画像形成装置とも呼ぶ）で
ある。なお、本実施形態の印刷装置は、カラープリント可能な印刷装置でも、モノクロプ
リント可能な印刷装置でも、本実施形態で述べる各種制御を実行可能であるならば如何な
る構成でもよい。
【００１３】
　本実施形態の印刷装置１００は、原稿画像を読み取り、読み取られた画像データを画像
処理するスキャナ部２０１を具備する。また、ファクシミリ、ネットワーク接続機器、外
部専用装置と画像データなどを送受する外部Ｉ／Ｆ部２０２を具備する。また、スキャナ
部２０１および外部Ｉ／Ｆ部２０２の何れかから受付けた複数の印刷対象となるジョブの
画像データを記憶可能なハードディスク２０９を具備する。
　また、ハードディスク２０９に記憶された印刷対象のジョブのデータの印刷処理を印刷
媒体に対して実行するプリンタ部２０３を具備する。また、本印刷装置１００は、本印刷
システム１０００が具備するユーザインタフェース部の一例に該当する、表示部を有する
操作部２０４も、具備する。本印刷システム１０００にて提供しているユーザインタフェ
ース部の別の例としては、例えば、ＰＣ１０３や外部装置の表示部およびキーボードやマ
ウス等がこれに該当する。
【００１４】
　本印刷システム１０００が具備する制御部の一例に該当する制御部（或いは、ＣＰＵと
も呼ぶ）２０５は、本印刷システム１０００が具備する各種ユニットの処理や印刷制御等
を統括的に制御する。ＲＯＭ２０７には、後述する各図に示すフローチャートやＵＩ画面
表示の各種処理等を実行する為のプログラムを含む、本実施形態にて要する各種の制御プ
ログラムが記憶されている。また、ＲＯＭ２０７には、図示しているユーザインタフェー
ス画面（以下、ＵＩ画面と称す。）を含む、操作部２０４の表示部に各種のＵＩ画面を表
示させる為の表示制御プログラムも記憶されている。
【００１５】
　制御部２０５は、ＲＯＭ２０７のプログラムを読出し、実行することで、本実施形態に
て説明する各種の動作を本印刷装置により実行させる。
　外部Ｉ／Ｆ２０２を介して外部装置（ＰＣ１０３）から受信したＰＤＬ（ページ記述言
語）コードデータを解釈し、ラスターイメージデータ（ビットマップ画像データ）に展開
する動作を実行する為のプログラム等もＲＯＭ２０７に記憶されている。なお、これらは
、ラスターイメージデータ（ビットマップ画像データ）に展開は、ソフトウェアによって
処理される。
　ＲＯＭ２０７は読み出し専用のメモリで、ブートシーケンスやフォント情報等のプログ
ラムや上記のプログラム等各種プログラムが予め記憶されている。ＲＡＭ２０８は読み出
しおよび書き込み可能なメモリで、スキャナ部２０１や外部Ｉ／Ｆ２０２よりメモリコン
トローラを介して送られてきた画像データや、各種プログラムや設定情報を記憶する。



(6) JP 5554982 B2 2014.7.23

10

20

30

40

50

　ＨＤＤ（ハードディスク）２０９は、圧縮伸張部２１０によって圧縮された画像データ
を記憶する大容量の記憶装置である。当該ＨＤＤ２０９に、処理対象となるジョブのプリ
ントデータ等複数のデータを保持可能に構成されている。
　制御部２０５は、スキャナ部２０１や外部Ｉ／Ｆ部２０２等の各種入力ユニットを介し
て入力された処理対象となるジョブのデータを、該ＨＤＤ２０９を介して、プリンタ部２
０３でプリント可能に制御する。
【００１６】
　また、外部Ｉ／Ｆ２０２を介して外部装置へ送信できるように制御する。このようにＨ
ＤＤ２０９に格納した処理対象のジョブのデータの各種の出力処理を実行可能に制御部２
０５により制御する。
　圧縮伸張部２１０は、ＪＢＩＧやＪＰＥＧ等といった各種圧縮方式によってＲＡＭ２０
８、ＨＤＤ２０９に記憶されている画像データ等を圧縮・伸張動作を行う。ＪＢＩＧは、
（Joint Bi-lebel Image experts Group）の略語であり、ＪＰＥＧ（Joint Photographic
 Experts Group）の略語である。
　また、制御部２０５は、複数のシート処理装置が印刷装置に対して物理的および電気的
に接続されているか否かを判断する。これは、シート処理装置２００が印刷装置１００に
対してインラインで接続されているか否かを判断している。
　［本印刷システム１０００の装置構成］
　次に、本印刷システム１０００の構成（主に、メカ構成）について、図３を用いて説明
する。
【００１７】
　図３は、図１に示した印刷システムにおける印刷装置の構成を説明する断面図である。
なお、上述したように、本印刷システム１０００は、複数台のインラインタイプのシート
処理装置を、印刷装置１００にカスケード接続可能に構成している。また、印刷装置１０
０に接続可能なインラインタイプのシート処理装置は、特定の制限下のもと、本実施形態
の効果を向上させるべく、利用環境に合わせ、任意の台数を設置するように構成されてい
る。
　したがって、説明をより明瞭化すべく、図３では、シート処理装置２００は、インライ
ン接続される一連のシート処理装置群として、Ｎ台接続可能であるものとしている。かつ
、１台目のシート処理装置から順に、シート処理装置２００ａ、２００ｂと示し、Ｎ台目
のシート処理装置として、シート処理装置２００ｎと示している。なお、後述する図８に
示す詳細例では、インライン接続可能なシート処理装置を、大容量スタッカ２００ａ、糊
付け製本機２００ｂ、中綴じ製本機２００ｃとしている。
【００１８】
　まず、印刷装置１００における印刷処理を実行する際の、メカ構成を説明する。
　主に、プリンタ部２０３の内部からシート処理装置２００の内部へ印刷処理後のシート
を供給する時点迄のペーパハンドリング動作等を説明する。
　図３において、３０１は、図２のスキャナ部２０１のメカ構成に該当する。３０２～３
２２が、図２のプリンタ部２０３のメカ構成に該当する。
　なお、本実施形態では、１Ｄ（ドラム）タイプのカラーＭＦＰの構成について説明する
。なお、４ＤタイプのカラーＭＦＰ、白黒ＭＦＰも、本実施形態の印刷装置の一例である
が、ここでは説明を割愛する。
　図３の自動原稿搬送装置（ＡＤＦ）３０１は、原稿トレイの積載面にセットされた原稿
束を１頁目の原稿から、ページ順に、順番に分離して、スキャナ３０２によって原稿走査
するために原稿台ガラス上へ搬送する。
　スキャナ３０２は、原稿台ガラス上に搬送された原稿の画像を読み取り、ＣＣＤによっ
て画像データに変換する。回転多面鏡（ポリゴンミラー等）３０３は、前記画像データに
応じて変調された、例えばレーザ光などの光線を入射させ、反射ミラーを介して反射走査
光として感光ドラム３０４に照射する。
【００１９】
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　感光ドラム３０４上に前記レーザ光によって形成された潜像はトナーによって現像され
、転写ドラム３０５上に貼り付けられたシート材に対してトナー像を転写する。この一連
の画像形成プロセスをイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）
のトナーに対して順次実行することによりフルカラー画像が形成される。
　４回の画像形成プロセスの後に、フルカラー画像形成された転写ドラム３０５上のシー
ト材は、分離爪３０６によって分離され、定着前搬送器３０７によって定着部３０８へ搬
送される。定着部３０８は、ローラやベルトの組み合わせによって構成され、ハロゲンヒ
ータなどの熱源を内蔵し、トナー像が転写されたシート材上のトナーを、熱と圧力によっ
て溶解、定着させる。排紙フラッパ３０９は、揺動軸を中心に揺動可能に構成され、シー
ト材の搬送方向を規定する。排紙フラッパ３０９が図中時計回りの方向に揺動していると
きには、シート材は真直ぐに搬送され、排紙ローラ３１０によって機外へ排出される。
【００２０】
　一方、シート材の両面に画像を形成する際には、排紙フラッパ３０９が図中反時計回り
の方向に揺動し、シート材は下方向に進路を変更され両面搬送部へと送り込まれる。両面
搬送部は、反転フラッパ３１１、反転ローラ３１２、反転ガイド３１３および両面トレイ
３１４を具備する。
　反転フラッパ３１１は、揺動軸を中心に揺動可能に構成され、シート材の搬送方向を規
定する。制御部２０５は、両面印刷ジョブを処理する場合、プリンタ部２０３でシートの
第１面にプリント済みのシートを、反転フラッパ３１１を図中反時計回りの方向に揺動さ
せ、反転ローラ３１２を介して、反転ガイド３１３へと送り込むよう制御する。
　そして、シート材後端が反転ローラ３１２に狭持された状態で反転ローラ３１２を一旦
停止させ、引き続き反転フラッパ３１１が図中時計回りの方向に揺動させる。かつ、反転
ローラ３１２を逆方向に回転させる。これにより、該シートスイッチバックして搬送させ
、シートの後端と先端が入れ替わった状態で、当該シートを両面トレイ３１４へと導くよ
う制御する。
【００２１】
　両面トレイ３１４ではシート材を一旦積載し、その後、再給紙ローラ３１５によってシ
ート材は再びレジストローラ３１６へと送り込まれる。このときシート材は、１面目の転
写工程とは反対の面が感光ドラムと対向する側になって送られてきている。
　そして、先述したプロセスと同様にして当該シートの第２面に対して２面目の画像を形
成させる。そして、シート材の両面に画像が形成され、定着工程を経て排紙ローラ３１０
を介して印刷装置本体内部から機外へと当該シートを排出させる。制御部２０５は、以上
のような一連の両面印刷シーケンスを実行することで、両面印刷対象のジョブのデータの
シートの第１面と第２面の各面に対する両面印刷を本印刷装置により実行可能にする。
【００２２】
　給紙搬送部は、印刷処理に要するシートを収納する給紙ユニットとしての給紙カセット
３１７、３１８（例えば、夫々５００枚のシートを収容可能）、ペーパーデッキ３１９（
例えば、５０００枚のシートを収納可能）、手差しトレイ３２０等がある。
　また、これら給紙ユニットに収納されたシートを給送するユニットとして、給紙ローラ
３２１、レジストローラ３１６等がある。給紙カセット３１７、３１８、ペーパーデッキ
３１９には、各種のシートサイズでかつ各種のマテリアルのシートを、これらの各給紙ユ
ニット毎に、区別して、セット可能に構成されている。
　手差しトレイ３２０も、ＯＨＰシート等の特殊なシートを含む各種の印刷媒体をセット
可能に構成されている。給紙カセット３１７、３１８、ペーパーデッキ３１９、手差しト
レイ３２０には、それぞれに給紙ローラ３２１が設けられ１枚単位でシートを連続的に給
送可能に構成される。
　例えば、ピックアップローラによって積載されたシート材が順次繰り出され、給紙ロー
ラ３２１に対向して設けられる分離ローラによって重送が防止されてシート材は１枚ずつ
搬送ガイドへと送り出される。ここで、分離ローラには搬送方向とは逆方向に回転させる
駆動力が図示しないトルクリミッタを介して入力されている。給紙ローラとの間に形成さ
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れるニップ部にシート材が１枚だけ進入しているときには、シート材に従動して搬送方向
に回転する。
【００２３】
　一方、重送が発生している場合には搬送方向とは逆方向に回転することにより重送した
シート材が戻され、最上部の１枚だけが送り出されるようになっている。送り出されたシ
ート材は搬送ガイドの間を案内され、複数の搬送ローラによってレジストローラ３１６ま
で搬送される。このときレジストローラ３１６は停止しており、シート材の先端がレジス
トローラ３１６対で形成されるニップ部に突き当たり、シート材がループを形成し斜行が
補正される。
　その後、画像形成部において感光ドラム３０４上に形成されるトナー像のタイミングに
合わせて、レジストローラ３１６は回転を開始してシート材を搬送する。レジストローラ
３１６により送られたシート材は、吸着ローラ３２２によって転写ドラム３０５表面に静
電気的に吸着される。定着部３０８から排出されたシート材は、排紙ローラ３１０を介し
て、シート処理装置２００内部のシート搬送路へ導入される。
【００２４】
　制御部２０５は、以上のような印刷プロセスを経て、印刷対象となるジョブを処理する
。また、制御部２０５は、操作部２０４や外部Ｉ／Ｆ２０２を介してユーザから受付た印
刷実行要求に基づき印刷ジョブを生成し、該印刷ジョブの印刷処理を、上記方法でもって
、プリンタ部２０３により実行させる。
　本印刷装置１００が具備するコピー機能においては、ユーザからの印刷実行要求を操作
部２０４から受付けると、スキャナ部２０１において画像データを生成し、印刷ジョブを
発生させ、印刷データの先頭ページから順番にＨＤＤ２０９に記憶させる。本印刷装置１
００が具備するボックス印刷機能においては、印刷実行要求を操作部２０４から受付ける
と、予めユーザ操作によりＨＤＤ２０９内のボックス領域に保存されていた文書データや
画像データを使い、印刷ジョブを発生させる。
【００２５】
　また、印刷実行要求をホストコンピュータ１０３で受付け、ホストコンピュータ上で生
成したジョブを、ネットワーク１０１を経由して外部Ｉ／Ｆ２０２から印刷装置１００が
受信する場合もある。その場合は制御部２０５は、受信した印刷ジョブの印刷データを、
先頭ページから順番にＨＤＤ２０９に記憶させる。
　その後、制御部２０５は、ＨＤＤ２０９から当該ジョブの印刷データを先頭ページから
順番に読み出して、必要な画像データ変換を行いつつ、シート上に当該印刷データの画像
を形成させる。かつ、制御部２０５は、先頭ページから順番に印刷されるシートを、画像
面が下向きで、シート処理装置２００内部のシート搬送路へ供給させる。
【００２６】
　その為に、排紙ローラ３１０によりシート処理装置２００内部へシートを導入する直前
で、定着部３０８からのシートの表裏を反転させる為のスイッチバック動作を排紙フラッ
パ３０９、ローラ３１２等を用いて実行させる。このような、先頭ページ処理に対処する
為のペーパハンドリング制御も制御部２０５は実行する。
　［印刷システムにおける操作部の構成］
　次に、図４から図６を参照して、印刷装置１００が具備するユーザインタフェース部（
以下、ＵＩ部と称す。）の操作部２０４について説明する。
【００２７】
　図４は、本実施形態を示す印刷装置のユーザインタフェース（ＵＩ）の一例を示す図で
ある。図４において、操作部２０４は、ハードキーによるユーザ操作を受付可能なキー入
力部４０２と、ソフトキー（表示キー）によるユーザ操作を受付可能な表示ユニット、例
えば、タッチパネル部４０１とを有する。
　タッチパネル部（表示部）４０１は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ：液晶表示部）と、その上に貼られた透明電極からなるタッチパネルとを含む構
成である。
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　タッチパネル部４０１は、操作者からの各種設定を受付ける機能と、操作者に情報を提
示する機能とを含む。例えば、ＬＣＤ上の有効表示状態の表示キーに該当する個所がユー
ザにより押下された場合、制御部２０５は、ＲＯＭ２０７に予め記憶された表示制御プロ
グラムに従い、タッチパネル部４０１にキー操作に応じた操作画面を表示する。
【００２８】
　キー入力部４０２は、操作部電源スイッチ５０１を具備する。操作部電源スイッチ５０
１のユーザ操作に応答し、制御部２０５は、スタンバイモード（通常動作状態）とスリー
プモードとを選択的に切り換える。スリープモードとは、ネットワーク印刷やファクシミ
リなどに備えて割り込み待ち状態でプログラムを停止して、消費電力を抑えている状態で
ある。
　制御部２０５は、操作部電源スイッチ５０１のユーザ操作を、システム全体の電源供給
を行う主電源スイッチ（不図示）がＯＮ状態である場合に、受付可能に制御する。スター
トキー５０３は、処理対象となるジョブのコピー動作や送信動作等、ユーザにより指示さ
れた種類のジョブ処理を印刷装置１００に開始させるために、ユーザからの指示を受付可
能にするキーである。
　ストップキー５０２は、受付けたジョブの処理を印刷装置１００に中断させるために、
ユーザからの指示を受付可能にするキーである。テンキー５０６は、各種設定の数値を入
力するために、ユーザからの指示を受付可能にするキーである。
【００２９】
　クリアキー５０７は、テンキー５０６を介してユーザにより入力された数値等の各種パ
ラメータを解除するためのキーである。リセットキー５０４は、ユーザにより処理対象の
ジョブに対して設定された各種設定を全て無効にし、かつ、設定値をデフォルト状態に戻
す指示をユーザから受付ける為のキーである。
　ユーザモードキー５０５は、ユーザごとのシステム設定画面に移行するためのキーであ
る。
【００３０】
　図５、図６は、図４に示したタッチパネル部４０１に表示されるユーザインタフェース
の一例を示す図である。なお、図５の（Ａ）、（Ｂ）、図６の（Ａ）、（Ｂ）は、本印刷
装置１００において、ボックス機能の操作が可能な状態の時にタッチパネル部４０１に表
示させる画面の遷移状態を示している。
　なお、本実施形態において、ボックス機能とは、ＨＤＤ２０９に仮想的に予め設けてい
るユーザ毎に区別して利用可能な複数個のデータ記憶ボックス（以下、ボックスと称す。
）を用いた機能である。
【００３１】
　制御部２０５は、これらのボックスをユーザによりユーザインタフェースユニットを介
して選択可能にし、所望の操作をユーザから受付可能に制御する。
　例えば、制御部２０５は、操作部２０４を介して入力されたユーザからの指示に応答し
、ユーザにより選択されたボックスに対して、印刷装置１００で受付けたジョブの文書デ
ータをＨＤＤ２０９に記憶する。
　また、制御部２０５は、外部Ｉ／Ｆ部２０２を介して受付けた外部装置（例えばホスト
コンピュータ１０３）からのジョブの文章データ等も、ユーザが指定したボックスに、記
憶してもよい。この場合、制御部２０５は、外部装置のユーザインタフェース部を介して
指定される外部装置のユーザ指示に従うことが望ましい。
　また、制御部２０５は、ボックスに記憶されたジョブのデータを、操作部２０４からの
ユーザ指示に従って以下のような処理を行う。
　例えば、制御部２０５は、ジョブのデータをプリンタ部２０３により印刷するか、また
は外部Ｉ／Ｆ部２０２により外部装置に送信する。ここで、ボックスに保存される文書デ
ータ形式は、ＰＤＬモジュールによってＪＰＥＧ画像に変換された画像データ形式である
。そのＰＤＦ文書がユーザによりボックス保存指示された段階で、ＰＤＬモジュールによ
って画像変換される。
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【００３２】
　図５の（Ａ）は、タッチパネル部４０１上でボックス機能用のタブＴＡＢ３がユーザに
より押下された場合に、制御部２０５よってタッチパネル部４０１に表示される、ボック
ス機能画面の初期画面である。
　この初期画面においては、画面上部に並ぶ各種機能タブをユーザが選択押下することに
よって、ボックス機能以外の機能の画面表示に遷移する。例えば、コピー機能用のタブＴ
ＡＢ１がユーザにより押下された場合、制御部２０５は、本印刷装置１００が具備するコ
ピー機能の操作画面をタッチパネル部４０１に表示させる。また、送信機能用のタブＴＡ
Ｂ２がユーザにより押下された場合、制御部２０５は、本印刷装置１００が具備するファ
ックスやＥ－ｍａｉｌ送信などデータ送信（Ｓｅｎｄ）機能の操作画面をタッチパネル部
４０１に表示させる。さらに、拡張機能用のタブＴＡＢ４がユーザにより押下された場合
、制御部２０５は、本印刷装置１００が具備するスキャナ設定など拡張機能を設定するた
め画面をタッチパネル部４０１に表示させる。
【００３３】
　以下の図５の（Ａ）、（Ｂ）、図６の（Ａ）、（Ｂ）の説明においては、タッチパネル
部４０１内に表示されている内容に関する説明を行う。また、タッチパネル部４０１内に
表示されているボタンをユーザが押下した際、本印刷装置１００のＲＯＭ２０７に予め記
憶された表示制御プログラムに従い、制御部２０５が行う動作についても説明する。
　図５の（Ａ）に示すボックス機能の初期画面では、ユーザ毎に割り当てられたボックス
番号、そのボックスの名称およびＨＤＤ２０９内でのデータ領域使用量が表示され、ユー
ザによる選択、確認が可能になっている。また、画面右下に、メモリ残量が表示される。
　図５の（Ｂ）は、ユーザが図５の（Ａ）の表示例においてボックス番号［００３］に対
応するボタンＢＢＴ１を押下した場合に、制御部２０５よってタッチパネル部４０１に表
示される、ユーザボックス操作画面の一例である。
　この画面内では、ボックス番号００３に保存されている文書データが一覧表示される。
また、文書データ毎に、文書名（画像変換される前のファイル名）、用紙サイズ、ページ
数、ボックスに保存された日時の情報が表示され、ユーザ確認可能となっている。
【００３４】
　また、文書データ表示の左側には選択／非選択の状態がトグルで表示されるチェックボ
ックスが表示される。このチェックボックスをユーザが一回押下することによって、一つ
以上の文書が、後述の各種文書操作の対象として選択される。図５の（Ｂ）の例では、"
緊急通達．ｐｄｆ"という文書が選択されている状態を示している。
　［全選択］用のボタンＢＴ１をユーザが押下すると、ボックス番号００３内の全ての文
書データが選択対象となる。また、［詳細情報］用のボタンＢＴ２をユーザが押下すると
、選択されている文書データに関する各種設定情報が別画面で表示される。さらに、［消
去］用のボタンＢＴ３をユーザが押下すると、選択されている文書データがＨＤＤ２０９
から消去される。
　また、［リストプリント］用のボタンＢＴ４をユーザが押下すると、ボックス番号００
３内の文書データのリストを印刷するジョブが生成される。さらに、［プリント］用のボ
タンＢＴ５をユーザが押下すると、制御部２０５は、表示画面を図６の（Ｂ）の画面表示
に遷移させる。
【００３５】
　また、［原稿読込］用のボタンＢＴ６をユーザが押下すると、スキャナ部２０１におい
て画像データを生成し、新しいボックス文書データとして保存する。保存された文書は、
即時に文書データ一覧に追加表示される。
　さらに、［閉じる］用のボタンＢＴ７をユーザが押下すると、図５の（Ａ）に示すボッ
クス機能の初期画面標示に遷移する。また、［編集メニュー］用のボタンＢＴ８をユーザ
が押下すると、選択されている文書データに対して、設定変更や画像プレビュー、画像編
集が可能になる。
　その際のタッチパネル部４０１の様子を図６の（Ａ）に示す。［画像表示と画像編集］
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用のボタンＢＴ９をユーザが押下すると、図１７にて後述する画像プレビューモード、画
像編集モード画面に遷移する。また、［結合保存］用のボタンＢＴ１０は、複数の文書デ
ータが選択されているときのみ、ユーザが押下することができる。
【００３６】
　さらに、［結合保存］用のボタンＢＴ１０をユーザが押下すると、選択されている複数
の文書データを結合し、あらたな一つの文書データとしてＨＤＤ２０９に保存し、選択さ
れていた結合前の文書データを削除する。また、［ページ消去］用のボタンＢＴ１１をユ
ーザが押下すると、選択された文書データ中の特定のページのみを消去するための、消去
ページ選択画面に遷移する。
　図６の（Ｂ）は、図５の（Ｂ）の［プリント］用のボタンＢＴ５をユーザが押下した際
に遷移した画面である。この画面では、遷移前の図５の（Ｂ）の画面表示時に選択されて
いた文書データを用いた印刷ジョブ生成指示をユーザが行うことが可能である。
【００３７】
　ここで、［プリント設定変更］用のボタンＢＴ１２をユーザが押下すると、プリント設
定画面に遷移し、印刷ジョブ生成時に必要となる各種印刷設定・および設定変更をユーザ
が行うことができる。なお、プリント設定画面は図示しないが、その画面上では、ユーザ
操作によって、用紙サイズ、用紙タイプ、片面／両面、濃度変更が可能である。
　さらにこのプリント設定画面からは、図７にて後述するシート処理設定画面への遷移を
ユーザが行うことができる。その様子は、後述の図７にて説明する。さらに、テンキー５
０６から任意の数値を入力することによって、印刷部数の変更が可能である。
　［プリント開始］用のボタンＢＴ１３をユーザが押下すると、選択されていた文書デー
タを用いた印刷ジョブが生成される。また、［プリント後文書消去］用のボタンＢＴ１４
は、ユーザ押下によってＯＮまたはＯＦＦの状態に交互に変更可能なトグルボタンである
。このボタンＢＴ１４がＯＮの時にのみ、印刷ジョブ生成後に、選択されていたボックス
文書はＨＤＤ２０９から自動的に消去される。また、［キャンセル］用のボタンＢＴ１５
をユーザが押下すると、図５の（Ａ）の画面表示に戻る。
【００３８】
　図７は、図４に示したタッチパネル部４０１に表示されるユーザインタフェースの一例
を示す図である。以下、図６の（Ｂ）に示す画面において、ユーザが［プリント設定変更
］用のボタンＢＴ１２を押下し、さらにシート処理設定画面への遷移をユーザが選択した
場合に、タッチパネル部４０１内に表示される内容について説明する。
　また、タッチパネル部４０１内に表示されているボタンをユーザが押下した際、本印刷
装置１００のＲＯＭ２０７に予め記憶された表示制御プログラムに従い、制御部２０５が
行う動作についても説明する。
【００３９】
　図７に表示される各ボタンは、ジョブの設定として、インラインタイプのシート処理装
置２００が具備するシート処理部によるシート処理の実行要求をユーザから受付可能にす
る為の表示を兼ねている。
　まず、制御部２０５は、本印刷システム１０００が如何なるシート処理装置を具備する
かにより選択可能なシート処理の候補を決定する。例えば、印刷システム１０００は、プ
リンタ部２０３により印刷されたシートに対して、図７に示すようなシート処理を許可し
ている。図７に示すように、制御部２０５は、これら９種類のシート処理を選択候補とな
るよう操作部２０４の表示を制御している。
【００４０】
　これらのボタンＢＴ７０１～ＢＴ７１１をユーザが操作することによって、制御部２０
５は、処理対象のジョブにて印刷されたシートに対して、インラインタイプのシート処理
装置２００により実行すべきシート処理の実行要求を受付可能に制御する。
　なお、本印刷システム１０００は、ＰＣ１０３等の外部装置からも処理対象となるジョ
ブの印刷実行要求およびジョブにて要するシート処理の実行要求を受付可能に構成してい
る。このように外部装置からジョブを投入する場合、印刷データの送信元となる外部装置
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の表示部に図７の表示と同等機能の表示を実行させることが望ましい。
【００４１】
［本形態にて制御対象となる本印刷システム１０００の具体的システム構成例］
　次に、図８を参照して、本印刷システム１０００の具体的なシステム構成の一例につい
て説明する。図８は、図１に示した印刷システム１０００のシート後処理ユニットの構成
を説明する図である。図８に示すように、印刷システム１０００は、シート処理装置２０
０として、大容量スタッカ２００ａ、糊付け製本機２００ｂおよび中綴じ製本機２００ｃ
を含む。また、図８の構成例は、印刷システム１０００が具備する印刷装置１００に対し
て、大容量スタッカ２００ａ、糊付け製本機２００ｂ、中綴じ製本機２００ｃという、接
続順序で、接続されていることを示す。
【００４２】
　大容量スタッカ２００ａは、プリンタ部２０３から搬送されるシートを、大量枚数（例
えば、５０００枚）、積載可能なシート処理装置である。また、本例の糊付け製本機２０
０ｂは、プリンタ部２０３で印刷された１束分のシートに表紙をつけて製本するために、
シートの糊付け処理（くるみ製本処理）を行うシート処理装置である。
　また、糊付け製本機２００ｂは、表紙をつけずに糊付け製本する天糊製本処理も実行可
能である。糊付け製本機は、少なくとも、くるみ製本処理を実行可能なシート処理装置で
あるため、くるみ製本機とも呼ばれる。
【００４３】
　また、中綴じ製本機２００ｃは、プリンタ部２０３からのシートに対して、ステイプル
処理、パンチ処理、断裁処理、シフト排紙、中綴じ製本処理または折り処理を、選択的に
実行可能なシート処理装置である。
　本実施形態では、制御部２０５が、これらのシート処理装置に関わる各種のシステム構
成情報を、各種制御に要する管理情報として、特定のメモリに登録させる。
　以下に、図８に示すシステム構成における制御部２０５の制御について説明する。
　例えば、本印刷システム１０００が図８のシステム構成である場合、上記９種類のシー
ト処理を本印刷システムにて全て実行可能である。この事実は、制御部２０５が、上述し
た５つの情報に基づいて認識する。また、これらの認識に基づいて、制御部２０５は、実
行可能な合計９種類のシート処理を全て選択候補にするようＵＩ部を制御する。さらに、
制御部２０５は、以下のようなユーザ操作に応答した制御を実行する。
【００４４】
　なお、以下に説明するＵＩ部を介した各種シート処理制御は、印刷データに対する属性
として付加され、該印刷データのジョブ処理時に制御部２０５によって解釈され、制御部
２０５からシート処理装置への処理要求として実行されるものである。
　例えば、図７に示すキー７０１のユーザ押下により、制御部２０５がＵＩ部を介してス
テイプル処理の実行要求をユーザから受付けたと想定する。この場合、制御部２０５は、
当該要求に応答し、当該ジョブにて印刷処理がなされたシートに対するステイプル処理を
、中綴じ製本機２００ｃにより実行させる。
　また、キー７０２のユーザ押下により、制御部２０５がＵＩ部を介してパンチ処理（シ
ートの穴あけ処理）の実行要求をユーザから受付けたと想定する。この場合、制御部２０
５は、当該要求に応答し、当該ジョブにて印刷処理がなされたシートに対するパンチ処理
を、中綴じ製本機２００ｃにより実行させる。
　また、キー７０７のユーザ押下により、制御部２０５がＵＩ部を介してくるみ製本処理
の実行要求をユーザから受付けたと想定する。この場合、制御部２０５は、当該要求に応
答し、当該ジョブにて印刷処理がなされたシートのくるみ製本処理を、糊付け製本機２０
０ｂにより実行させる。
【００４５】
　さらに、キー７０９のユーザ押下により、制御部２０５は、ＵＩ部を介して大量積載処
理の実行要求をユーザから受付けたと想定する。この場合、制御部２０５は、当該要求に
応答し、当該ジョブにて印刷処理がなされたシートの大量積載処理を、大容量スタッカ２
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００ａにより実行させる。
　次に、図８を参照して、本実施形態における印刷システム１０００のシステム構成内部
の状況について説明する。
　図８に示すように、印刷装置１００のプリンタ部２０３で印刷されたシートは、各シー
ト処理装置２００の内部へと供給される。具体的には、図８Ｂに示すように、各シート処
理装置２００は、装置内部におけるＡ点、Ｂ点、Ｃ点を介して、各装置間でシートを搬送
する。
【００４６】
　また、図８の各シート処理装置２００は、各装置内でのシート処理が実行されない場合
であってもシートを搬送する機能を含むことが望ましい。例えば、シート処理装置２００
において、糊付け製本機２００ｂでくるみ製本処理のみが実行される場合、大容量スタッ
カ２００ａは、印刷装置１００からシートを受け取り、糊付け製本機２００ｂへシートを
搬送する必要がある。すなわち、シート処理を行わないシート処理装置２００は、前段の
装置からシートを受け取り、後段の装置へシートを搬送する機能を含む。また、シート処
理装置２００は、複数の後段の装置でシート処理が行われない場合、当該シート処理装置
２００で排紙処理を行うことが望ましい。
　このように、本印刷システムにおけるシート処理装置２００は、印刷ジョブの要求に従
い、シートの搬送を制御するペーパハンドリング制御を実行する。なお、図８の排紙先Ｚ
には、複数の排紙先候補がある。これについては、図１０を用いて後述する。
　次に、図９、図１０を参照して、本印刷システム１０００に接続されるインラインタイ
プのシート処理装置２００の内部構成について説明する
【００４７】
　　［糊付け製本機の内部構成］
　図９は、図１に示した印刷システムの糊付け製本機の内部構成を示す断面図である。
　図９において、糊付け製本機２００ｂは、ストレートパス１２０１、本身パス１２０２
、表紙パス１２０３およびインサータパス１２０４の４つの搬送経路を含む。また、糊付
け製本機２００ｂは、スタック部１２０５、糊付け部１２０６、カッタ１２０７、バスケ
ット部１２０８、ガイド１２０９、幅寄せ部１２１０、回転台１２１１、インサータトレ
イ１２１２およびインサータ１２１３を含む。ストレートパス（スルーパス）１２０１は
、大容量スタッカ２００ａに含まれるストレートパス１１０１と同様の機能を有する搬送
経路である。そのため、ストレートパス１２０１および信号線の詳細な説明については、
省略される。
【００４８】
　また、本身パス１２０２および表紙パス１２０３は、くるみ製本印刷物を作成する為の
シート搬送路である。本身パス１２０２は、くるみ製本される印刷物の本文部分となるシ
ートを搬送する搬送路である。表紙パス１２０３は、表紙用のシートを搬送する搬送路で
ある。くるみ製本にて本文部分に該当する印刷データが印刷された本文部分のシート束を
、ここでは、「本身」と称す。
　このような構成のもと、例えば、制御部２０５が、図７に示すキー７０７のキー操作に
より、くるみ製本処理の実行要求を、ＵＩ部を介してユーザから受付けたとする。この場
合、制御部２０５は、以下のように制御を行う。
　まず、制御部２０５は、プリンタ部２０３で印刷されたシートを、本身パス１２０２を
介して、順次、スタック部１２０５に蓄える。また、制御部２０５は、本文データが印刷
されたシートを、全ページ、当該スタック部１２０５に蓄える。その後、制御部２０５は
、表紙パス１２０３を介して、表紙用のシートを搬送させる。
【００４９】
　なお、表紙用のシートは、図９に示すように、糊付け製本機２００ｂ自身が具備するイ
ンサータ１２１３のインサータトレイ１２１２から供給してもよい。この場合、表紙用の
シートは、インサータパス１２０４に搬送される。また、表紙用のシートは、印刷装置１
００で印刷されて、ストレートパス１２０１に前段の装置から供給されてもよい。
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　制御部２０５は、これら何れかのシートを表紙用のシートとして、表紙パス１２０３へ
搬送させる。その後、制御部２０５は、スタック部１２０５の下方部分にて、表紙用のシ
ートの搬送を一時停止させる。
　この動作に並行して、制御部２０５は、スタック部１２０５に積載済みの本文全ページ
（本身）の糊付け処理を実行する。例えば、糊付け部１２０６は、所定量の糊を本身の下
部に塗布して、十分に糊が行き渡ったところで、本身の糊付けされた部分を表紙の中央部
にあてがい、包み込むように結合させる。結合に当たっては、本身を下方に押し込むよう
に送り出すため、表紙にくるまれた本身は、ガイド１２０９に添って、回転台１２１１の
上に滑り落ちる。その後、ガイド１２０９は、表紙にくるまれた本身を回転台１２１１の
上に倒すように移動する。
【００５０】
　続いて、制御部２０５は、回転台１２１１の上に横たわる表紙にくるまれた本身を、幅
寄せ部１２１０により位置を合わせる。本身の位置を合わせると、制御部２０５は、小口
となる部分をカッタ１２０７で断裁する。
　次に、制御部２０５は、回転台１２１１を９０度回転して、幅寄せ部１２１０で位置合
わせを行い、天となる部分を断裁する。さらに、制御部２０５は、１８０度回転して、幅
寄せ部１２１０で位置合わせを行い、地となる部分を断裁する。断裁後、制御部２０５は
、再度幅寄せ部で奥まで押しやって、出来上がった表紙にくるまれた本身をバスケット部
１２０８に入れる。
【００５１】
　バスケット部１２０８で十分に糊を乾かした後、出来上がったくるみ製本の束を取り出
すことができる。なお、くるみ製本処理におけるシート処理枚数は、当該糊付け製本処理
とは異なる種類のシート処理におけるシート処理枚数よりも、圧倒的に多い。具体的に、
くるみ製本処理は、１束分の本文用のシート束として最大２００枚までの処理を許容する
。
　一方、ステイプル処理等は、最大２０枚、中綴じ製本では最大１５枚までの処理を許容
する。このように、１束分のシート束としてシート処理が許可される印刷シートの許容枚
数は、糊付け製本処理と、その他のシート処理とで、圧倒的に異なる。
　このように、本実施形態では、制御部２０５により制御対象となるインラインタイプの
シート処理装置により、くるみ製本処理という糊付け製本処理を実行可能に構成している
。
【００５２】
［中綴じ製本機の内部構成］
　図１０は、図１に示した印刷システムの中綴じ製本機の内部構成を示す断面図である。
　中綴じ製本機２００ｃ内部には、印刷装置１００からのシートに対してステイプル処理
、断裁処理、パンチ処理および折り処理を選択的に実行するための各種ユニットを具備し
ている。但し、中綴じ製本機２００ｃは、上記制約事項で述べたように、後段装置へのシ
ート搬送機能の役目を果たすスルーパスを具備しない。
　なお、この中綴じ製本機２００ｃ内部のシート搬送路にはシートの搬送状況やジャムを
検知するための複数のシート検知センサが設けられている。
　中綴じ製本機２００ｃの不図示のＣＰＵは、これら各センサからのシート検知情報を、
制御部２０５とのデータ通信を行う為の信号線を介して、制御部２０５に通知する。
　制御部２０５は、この中綴じ製本機からの情報に基づき、中綴じ製本機２００ｃ内部の
シートの搬送状況やジャムを把握する。なお、本印刷システム１０００のシステム構成と
して、このシート処理装置２００と印刷装置１００との間に他のシート処理装置２００が
カスケード接続されている場合がある。この場合、そのシート処理装置２００のＣＰＵを
介して、この中綴じ製本機２００ｃのセンサの情報を、制御部２０５に通知する構成とな
っている。このように、本印刷システム１０００は、インラインフィニッシャ固有の構成
を具備する。
【００５３】
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　中綴じ製本機２００ｃは、サンプルトレイ１３０１、スタックトレイ１３０２、ブック
レットトレイ１３０３、処理トレイ１３０４およびインサータトレイ１３０５を含む。ま
た、中綴じ製本機２００ｃは、ステープラ１３０６、Ｚ折機１３０７、パンチャ１３０８
、サドルステッチャ部１３０９およびインサータ１３１０を含む。さらに、中綴じ製本機
２００ｃは、カッタ部１３１１、トリマ１３１２およびブックレットホールド部１３１３
を含む。制御部２０５は、ジョブの種類や排出されるシートの枚数に応じて利用するユニ
ットを切り替える。
　例えば、制御部２０５が、図７に示すキー７０１のキー操作により、中綴じ製本機２０
０ｃにて実行可能なステイプル処理の実行要求を、ＵＩ部を介してユーザから受付けたと
する。この場合、制御部２０５は、プリンタ部２０３からのシートを、スタックトレイ１
３０２側へ搬送する。なお、この際、制御部２０５は、シートがスタックトレイ１３０２
に排出される前に、当該シートをジョブ毎に処理トレイ１３０４に順次蓄える。その後、
制御部２０５は、処理トレイ１３０４上に配置されたステープラ１３０６にてバインドし
、スタックトレイ１３０２へ、当該シート束を排出する。このような方法でプリンタ部２
０３にて印刷されたシートに対するステイプル処理が実行される。
【００５４】
　また、Ｚ折り処理が設定された場合、制御部２０５は、シートに対してＺ折り機１３０
７により折り処理を実行させ、かつ、スタックトレイ１３０２およびサンプルトレイ１３
０１の何れかに排紙するよう制御する。また、パンチ処理が設定された場合、制御部２０
５は、シートに対してパンチャ１３０８によるパンチ処理を実行させ、かつ、スタックト
レイ１３０２およびサンプルトレイ１３０１の何れかに排紙するよう制御する。
　また、サドルステッチャ部１３０９は、シートの中央部分を２ヶ所バインドした後に、
シートの中央部分をローラに噛ませることによりシートを半折りし、パンフレットのよう
なブックレットを作成する中綴じ製本処理を行う。サドルステッチャ部１３０９で製本さ
れたシートは、ブックレットトレイ１３０３に排出される。サドルステッチャ部１３０９
による製本処理等のシート処理動作の実行可否も、上述の如く、出力すべきジョブに対し
てユーザにより設定されたシート処理設定に基づく。
【００５５】
　また、インサータ１３１０はインサータトレイ１３０５にセットされたシートをプリン
タへ通さずにスタックトレイ１３０２およびサンプルトレイ１３０１の何れかに送るため
のものである。
　これにより、中綴じ製本機２００ｃは、内部に搬送されるシート（プリンタ部２０３で
印刷されたシート）の間にとインサータ１３１０にセットされたシートをインサート（中
差し）することができる。インサータ１３１０のインサータトレイ１３０５には、ユーザ
によりフェイスアップの状態でシートがセットされ、ピックアップローラにより最上部の
シートから順に給送される。
【００５６】
　したがって、インサータ１３１０からのシートは、そのままスタックトレイ１３０２ま
たはサンプルトレイ１３０１へ搬送することによりフェイスダウン状態で排出される。ま
た、サドルステッチャ部１３０９へシートを搬送する場合、制御部２０５は、一度パンチ
ャ１３０８側へ送り込んだ後にスイッチバックさせて送り込むことによりフェースの向き
を合わせる。なお、当該インサータ１３１０によるシート挿入処理等のシート処理動作の
実行可否も、上述の如く、出力すべきジョブに対してユーザにより設定されたシート処理
設定に基づく。
【００５７】
　中綴じ製本機２００ｃにおいて、ブックレット（中綴じの小冊子）となった出力は、ト
リマ（断裁部）１３１２に搬送される。その際に、まず、ブックレットの出力は、ローラ
で予め決められた長さ分だけ紙送りされ、カッタ部１３１１により予め決められた長さだ
け切断される。
　これにより、ブックレットは、ブックレット内の複数ページ間でばらばらになっていた
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端部がきれいに揃えられることとなる。その後、ブックレットは、ブックレットホールド
部１３１３に格納される。なお、当該トリマによる断裁処理等のシート処理動作の実行可
否も、上述の如く、出力すべきジョブに対してユーザにより設定されたシート処理設定に
基づく。
　なお、図７に示すキー７０５によりユーザから中綴じ製本が選択された場合、制御部２
０５は、ＵＩ部に図１１の表示を実行させる。
【００５８】
　図１１は、図４に示したタッチパネル部４０１に表示されるユーザインタフェースの一
例を示す図である。なお、図１１に示す設定画面１４００を介して、制御部２０５は、中
綴じ製本処理の詳細設定をユーザから受付可能に制御する。
　図１１において、ユーザは、設定画面１４００を介して、例えば、ステイプル針を用い
て実際にシート中央付近に対する中綴じ処理を実行するか否かを決定可能にする。
　また、設定画面１４００は、分割製本、中綴じ位置の変更、断裁の有無、或いは、断裁
幅の変更などの設定もユーザから受付け可能にする。
　例えば、設定画面１４００を介してユーザにより「中綴じする」と「断裁する」が設定
されたとする。この場合、制御部２０５は、中綴じ製本印刷結果として処理対象のジョブ
が図１２の（Ａ）に示すのような印刷体裁になるよう本印刷システム１０００の動作制御
を行う。
【００５９】
　図１２は、本実施形態を示す印刷システムにおけるシート後処理状態を示す図である。
なお、図１２の（Ａ）は中綴じ製本印刷結果に対応し、図１２の（Ｂ）はくるみ製本印刷
結果に対応する。
　図１２の（Ａ）に示すように、シートは、中央部にサドルステッチ１５０１が打たれ、
小口１５０２側が断裁面１５０３に沿って断裁される。また、中綴じ製本処理は、サドル
ステッチ１５０１の位置や断裁面の位置を予め設定しておけば、所望の位置に変更するこ
とができる。
【００６０】
　また、例えば、図７に示すキー７０７によりくるみ製本処理が設定された場合、制御部
２０５は、くるみ製本印刷結果として、処理対象のジョブが図１２の（Ｂ）のような印刷
体裁になるよう本印刷システム１０００を制御する。図１２の（Ｂ）は、第１の実施形態
によるくるみ製本処理の結果を示す図である。くるみ製本処理は、本身６０１を表紙１６
０２で包み、その後、設定された断裁面に沿って断裁が行われる。
　図１２の（Ｂ）に示すように、くるみ製本の場合の印刷物は、断裁面Ａ、Ｂ、Ｃに関し
て、それぞれ断裁幅を設定することができる。
　ここで、シート上において、断裁面（断裁位置）Ａ、Ｂ、Ｃの外側には、補足領域（特
定領域、第１の領域とも称す。また、それに対して、断裁面（断裁位置）Ａ、Ｂ、Ｃで囲
まれる領域を第２の領域と称す。）１６０３が位置している。補足領域１６０３には、シ
ート処理を補助するためのオブジェクトが印刷されている。オブジェクトには、仕上がり
サイズを規定するトンボ（図１２の（Ｂ）に示す点線、断裁面Ａ、Ｂ、Ｃ）、印刷装置１
００のトナー密度を調整するためのカラーバー、断裁処理を補助するための塗り足し、又
はファイル名もしくはページ番号を含むページ情報等がある。
【００６１】
　これらのオブジェクトが印刷される補足領域１６０３は、断裁処理後に廃棄されること
なる。インクやトナーの消費の観点では、補足領域に印刷されるオブジェクトを必要最小
限に抑制することが望ましい。
　しかし、インラインフィニッシャを具備する本実施例のような機器では、出力色変動を
ページ毎に確認するために、上記補足領域に印刷されるカラーバーは有効であるため、裁
ち落とされた用紙屑から、色味を事後確認することが必要になる場合もある。また、補足
領域に印刷されるファイル情報なども、フィニッシングの成果物中に意図した文書・ペー
ジが確実に含まれていたかを、裁ち落とされた用紙屑から事後確認する手段として有効で
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ある。
【００６２】
　次に、図１３～図１５は、図１に示したホストコンピュータ１０３で表示されるユーザ
インタフェースの一例を示す図である。以下では、ホストコンピュータから本印刷システ
ム１０００を利用する場合の一例を説明する。
　例えば、本実施形態の各種の処理や制御を実行する為のプログラムデータをＷＥＢ等の
データ供給源あるいは特定の記憶媒体からダウンロードしたホストコンピュータ（図１の
ＰＣ１０３や１０４等）にて操作する場合、以下のように制御する。但し、制御の主体は
ＰＣの制御部である。
　ここでは、例えば、ユーザからのマウス操作またはキーボード操作に応答し、本印刷シ
ステム１０００の印刷装置１００を操作する為のプリンタドライバの起動指示がなされた
とする。これを受け、ホストコンピュータのＣＰＵは、当該ホストコンピュータの表示部
に、図１３に示す印刷設定画面１７００を表示させる。
【００６３】
　ここで、例えば、印刷設定画面１７００上の仕上げキー１７０１がユーザのマウス操作
により押下されたとする。すると、ＣＰＵは、印刷設定画面１７００を、図１４に示す印
刷設定画面１７１０に切り換えるよう表示部を制御する。
　ＣＰＵは、シート処理の種類を表示させ、かつ、本印刷システム１０００が具備するイ
ンラインタイプのシート処理装置２００により実行させるか否かをユーザにより選択可能
に表示する。
【００６４】
　ここで、印刷設定画面１７１０上のシート処理設定項目１７０２には、本印刷システム
１０００が具備するインラインタイプのシート処理装置２００により実行可能なシート処
理が表示される。或いは、非インラインタイプのシート処理装置である紙折り機、断裁機
、中綴じ製本機およびくるみ製本機で実行させるシート処理が表示される。
　また、例えば、印刷設定画面１７１０上の出力先指定キー１７０３がユーザのマウス操
作により押下されたとする。すると、ＣＰＵは、印刷設定画面１７１０を、図１５に示す
印刷設定画面１７２０に切り換えるよう表示部を制御する。ここで、ＣＰＵは、出力先の
種類として、印刷、ボックスに格納、印刷後にボックスに格納のいずれかをユーザにより
選択可能に制御するプルダウンメニュー１７０４を表示させる。
【００６５】
　なお、本発明の印刷システムは、図１３～図１５以外の画面として、設定を行うための
表示画面を表示させるようにしてもよい。
　すなわち、本実施形態で述べる各種の処理や制御と同等の処理や制御を外部装置側にて
実行可能に構成されればよい。その後、ユーザにより、設定項目を介して所望のシート処
理および出力先が選択され、ＯＫキーが押下されるとする。
　これにより、ＣＰＵは、当該印刷設定画面を介してユーザにより設定された各種印刷条
件を示すコマンド（Ｊｏｂ－Ｔｉｃｋｅｔという）と、プリンタ部２０３により印刷させ
るべき一連のプリントデータとを、一つのジョブとして関連付ける。
　その後、ＣＰＵは、当該ジョブを本印刷システム１０００に対して、ネットワーク１０
１を介して送信する。
　そして、当該コンピュータ（ＰＣ）１０３からのジョブを、本印刷システム１０００の
外部Ｉ／Ｆ部２０２が受信する。これを受け、本印刷システムの制御部２０５は、ホスト
コンピュータからのジョブを、当該ホストコンピュータにてユーザにより設定された処理
要件に基づいて、処理するよう本印刷システム１０００を制御する。
【００６６】
　［制御部のボックス格納、ボックス編集の処理フロー］
　図１６は、本実施形態を示す印刷システムの制御手順を説明するフローチャートである
。なお、図１６の（Ａ）は、フィニッシング情報つきＰＤＬ文書を、ボックス保存する処
理例であり、図１６の（Ｂ）は、図１６の（Ａ）のステップの詳細処理例である。また、
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Ｓ１８０１～Ｓ１８０６、Ｓ２００１～Ｓ２０１０は各ステップを示し、制御部２０５が
ＲＯＭ２０７、ＨＤＤ２０９に記憶される制御プログラムをＲＡＭ２０８にロードして実
行することで実現される。
　まず、Ｓ１８０１にて、制御部２０５は、ＪｏｂＴｉｃｋｅｔとＰＤＦデータ（すなわ
ち、印刷ジョブ）を受信し、ＨＤＤ２０９に格納する。ここで、印刷装置１００は、当該
印刷装置１００とデータ通信可能な外部装置のユーザインタフェースを介して印刷ジョブ
を受信する。また、印刷装置１００は、当該印刷装置１００が具備するユーザインタフェ
ース、例えば、操作部２０４を介して印刷ジョブを受信してもよい。
【００６７】
　次に、Ｓ１８０２において、制御部２０５は、ＰＤＦデータのＲＩＰ処理を行う。ここ
では、ＰＤＦデータの解釈と、レンダリング処理を行い、ビットマップデータを生成する
。次に、Ｓ１８０３において、制御部２０５は、ＪｏｂＴｉｃｋｅｔを解釈し、フィニッ
シング情報を取り出す。ここで、フィニッシング情報とは、シート処理種別とその詳細に
関わる情報である。シート処理種別とは、ステイプル、パンチ、断裁、シフト排紙、中綴
じ製本、折り、くるみ製本、天糊製本および大量積載などのシート処理を実行するか否か
の情報である。詳細情報としては、三方断裁か一方断裁かの断裁辺数および断裁寸法、２
穴か他穴かのパンチ箇所情報およびシングルステイプルかダブルステイプルかのステイプ
ル位置情報などがある。
　次に、Ｓ１８０４において、制御部２０５は、インラインでの断裁処理が指定されてい
るか否かを判定する。断裁方法として、インラインフィニッシャ（インラインタイプのシ
ート処理装置２００）で断裁する場合、制御部２０５は、処理をＳ１８０５に遷移させる
。一方、Ｓ１８０４にてインラインフィニッシャでの断裁指定がないと制御部２０５が判
断した場合、処理をＳ１８０６に遷移させる。
　そして、Ｓ１８０５において、制御部２０５は、ＲＩＰ後画像のオブジェクト属性情報
を変更する。制御部２０５は、インラインフィニッシャによる断裁仕上がりサイズ矩形の
内側の画素（断裁面（断裁位置）Ａ、Ｂ、Ｃで囲まれる領域、すわわち、上述の第２の領
域に対応する）に対して、画像編集不可属性を付与する。具体的に、制御部２０５は、断
裁仕上がりサイズ矩形の内側のそれぞれの画素に対して、当該画素のオブジェクト属性情
報（画像情報）の特定のｂｉｔ（例えば、第６ｂｉｔ）を"１"に変更する。これは、断裁
仕上がりサイズ矩形の内側の画素が、ユーザによる画像編集の対象ではなくなることを意
味する。その後、Ｓ１８０６に移行する。
【００６８】
　そして、Ｓ１８０６では、ＨＤＤ２０９のボックス保存領域に、ＲＩＰ後画像（オブジ
ェクト属性を含む）とフィニッシング情報を格納して、本処理を終了する。
　なお、図１６の（Ａ）では、印刷ジョブ中のフィニッシング情報データとしてＪｏｂ－
Ｔｉｃｋｅｔ、ＰＤＬ文書データとしてＰＤＦを例にとって説明している。しかしながら
、本発明を実施するためのフィニッシング情報やＰＤＬ文書のフォーマットは上記に限定
されるものではない。その他のフォーマットであってもそのフォーマットに対応する解釈
部を適宜用意することで、実施可能である。
【００６９】
　図１６の（Ｂ）は、図１６の（Ａ）に示したＳ１８０５における、ＲＩＰ後画像のオブ
ジェクト属性変更処理例である。
　まず、Ｓ２００１において、制御部２０５はフィニッシング情報のうちインラインフィ
ニッシャによる断裁量に関する情報を、印刷装置１００に接続された糊付け製本機２００
ｂの不図示のメモリから取得する。そして、Ｓ２００２では、制御部２０５は、用紙サイ
ズ情報と断裁量情報とに基づいて、断裁後に残る用紙の領域を、ＲＩＰ後画像上で確定す
る。例えば、制御部２０１は、背表紙を基準に断裁される断裁面Ａまでの距離を示す情報
（Ｐｍｍ）や、用紙の端から断裁面Ｂまでの距離を示す情報（Ｑｍｍ）や、断裁面Ｂから
断裁面Ｃまでの距離を示す情報（Ｒｍｍ）を取得する。そして、制御部２０１は、ＲＩＰ
後の画像上で断裁面を確定する。なお、これらの値は、糊付け製本機２００ｂのメモリに
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予め格納しておけばよい。複数種類の用紙サイズを断裁できる場合には、種類ごとに異な
るＰ、Ｑ、Ｒの値を格納しておけばよい。例えば、Ａ３サイズの用紙に対するＰ、Ｑ、Ｒ
は、Ａ４サイズの用紙に対するＰ、Ｑ、Ｒより大きい値を設定しておけばよい。このよう
に糊付け製本機２００ｂ等のシート処理装置のメモリに、Ｐ、Ｑ、Ｒを格納しておき、制
御部２０５が、それを取得することによって、制御部２０５は、印刷装置１００に接続さ
れるシート処理装置２００ごとに、適切な断裁位置を特定することができる。
　これは、ＲＩＰ後画像の座標系において、断裁後に残る領域のｘ座標最小値（ｘＬ）、
ｘ座標最大値（ｘＲ）、ｙ座標最小値（ｙＢ）、ｙ座標最大値（ｙＴ）によって表現され
る。制御部２０５は、ｘ座標最小値（ｘＬ）、ｘ座標最大値（ｘＲ）、ｙ座標最小値（ｙ
Ｂ）、ｙ座標最大値（ｙＴ）によって囲まれる領域を残る領域とし、それ以外の領域を裁
ち落とされる領域と確定する。例えば、図１２（Ｂ）のくるみ製本印刷結果例に示す背表
紙を基準（０）とした場合、ｘ座標最小値（ｘＬ）が０を表し、座標最大値（ｘＲ）が断
裁面Ａの座標を表すものとする。同様に、図１２（Ｂ）のくるみ製本印刷結果例の下端を
基準（０）とした場合、ｙ座標最小値（ｙＢ）が断裁面Ｃを表し、ｙ座標最大値（ｙＴ）
が断裁面Ｂを表すものとする。なお、座標の決め方は一例であるため、制御部２０５は、
これ以外の方法で座標を特定して、ＲＩＰ後の画像に表現してもよい。
【００７０】
　Ｓ２００３からＳ２０１０では、制御部２０５は、ｘ方向およびｙ方向にＲＩＰ後画像
をスキャンしながら、画素ごとにオブジェクト属性情報を変更するループ処理を行う。
　本発明で注目すべきは、Ｓ２００４にて断裁で残る領域の画素か、断裁で裁ち落とされ
る領域の画素かの判断をした後、断裁で残る領域の画素に対してはＳ２００５にて、制御
部２０５がオブジェクト属性情報の第６ｂｉｔを「１」に変更することである。これによ
り、後述するボックス画像編集機能において、ユーザによる意図しない画像編集を防止す
ることが可能となる。なお、オブジェクト属性情報の第６ｂｉｔを「１」に変更された領
域は断裁で残る領域に対応する。したがって、以後のボックス画像編集機能において、制
御部２０５は、断裁で残る領域と断裁で裁ち落とされる領域との違いを、ユーザが視覚的
に確認するためのユーザインタフェースを介してプレビューする制御を行う。
　Ｓ２００３からＳ２０１０のループ処理が終わると、全ての画素のオブジェクト属性情
報が確定した状態になる。
【００７１】
　次に、図１７と図１８を用いて、本実施例におけるボックス画像プレビュー機能、およ
び画像編集機能について説明する。
　図１７は、図４に示したタッチパネル部４０１に表示されるユーザインタフェースの一
例を示す図である。本例は、ボックス画像プレビュー機能および画像編集機能が有効なと
きにタッチパネル部４０１に表示されるＵＩ画面例である。
　図１８は、本実施形態を示す印刷システムの制御手順を説明するフローチャートである
。本例は、ボックス画像プレビュー機能、および画像編集機能処理例であり、また、Ｓ１
９０１～Ｓ１９０５は各ステップを示し、制御部２０５がＲＯＭ２０７、ＨＤＤ２０９に
記憶される制御プログラムをＲＡＭ２０８にロードして実行することで実現される。また
、本処理は、図６の（Ａ）の［画像表示と画像編集］ボタンをユーザが押下したことを制
御部２０５が感知することによって開始される。
【００７２】
　まず、Ｓ１９０１において、制御部２０５は、ＨＤＤ２０９より、保存されているＢＯ
Ｘ文書にアクセスし、保存されているＲＩＰ後画像とフィニッシング情報を受信したＪｏ
ｂ－Ｔｉｃｋｅｔから取り出す。続いて、Ｓ１９０２にて、制御部２０５は、タッチパネ
ル部４０１に表示されるプレビュー画面にＲＩＰ後の画像情報、フィニッシング情報の断
裁量情報にもとづいて裁ち落とされる領域を表示する制御を行う。これは図１７中のプレ
ビュー画面９０１である。
　次に、Ｓ１９０３では制御部２０５は、タッチパネル部４０１に表示されるプレビュー
画面９０１を介してユーザによるボタン操作から受け付ける。その詳細については、図１
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７を用いて後述する。ユーザがプレビュー画面９０１中の［戻る］ボタン９００１を押下
したことを制御部２０５が感知すると、制御部２０５は、Ｓ１９０４にて画像プレビュー
モードの終了指示であると判断する。
　その後、制御部２０５は、Ｓ１９０５で、ＨＤＤ２０９のボックス文書にＲＩＰ後の画
像情報を再保存して、本処理を終了する。またこの際、制御部２０５はタッチパネル部４
０１の表示を、図６の（Ａ）に戻す。
　図１７の説明においては、内に表示されている内容に関する説明を行う。また、タッチ
パネル部４０１内に表示されているボタンをユーザが押下した際、本印刷装置１００のＲ
ＯＭ２０７に予め記憶された表示制御プログラムに従い、制御部２０５が行う動作につい
ても説明する。
【００７３】
　図１７において、画面９０１は、Ｓ１９０２にて表示されるプレビュー画面である。こ
の編集画面上で、中央の画像は、ＨＤＤ２０９のボックス文書から取り出したＲＩＰ後の
画像情報である。なお、本実施形態において、受信するジョブを解析して、シート後処理
装置が印刷した出力シートから裁ち落とされる断裁領域が画像編集可能領域に対応し、出
力シートから裁ち落とされない印刷領域が後述するハッチング領域９０２０に対応する。
　また、制御部２０５は、後述するフローチャートの手順に従い、断裁する断裁領域と、
出力シートから断裁されない印刷領域に対して異なる編集属性を付加する付加処理を実行
する。さらに、制御部２０５は、付加されたそれぞれの編集属性に基づいて、操作部（タ
ッチパネル部４０１）に表示する第１の領域（編集可能領域）と第２の領域（編集不可能
領域）とを含む編集画面の表示を制御する。
【００７４】
　また、画面９０１のＲＩＰ後の画像情報の上側、下側、および右側にＲＩＰ後の画像情
報と重なるようにして表示されているハッチング表示は、オブジェクト属性情報のｂｉｔ
６の値が"０"の領域である。ここで、"０"の領域は編集可能領域である。
　すなわちこのハッチング表示は、インラインフィニッシャによって裁ち落とされる領域
を示している。また、ハッチング領域と非ハッチング領域の境界に書かれている一点鎖線
に沿って、インラインフィニッシャのカッタ１２０７が断裁を行うことが示されている。
　プレビュー画面９０１においては、上側、下側、および右側が裁ち落とし領域として示
されているが、これは本ページが、左側を背、右側を小口として製本される状態の例であ
ることを示しているからである。製本する際の背の位置（横開き／たて開き）、断裁面の
数（三方断裁か、一方断裁か）、または表示中のページが両面印刷の表面か裏面かによっ
て、裁ち落とし領域の位置は変わる。
【００７５】
　以下、制御部２０５がタッチパネル部４０１を用いて行う画像編集処理について説明す
る。プレビュー画面９０１の右側には、ユーザが操作可能なボタンが配置されている。［
拡大表示］ボタン９００２をユーザが押下すると、図示しない拡大プレビューモードに表
示が遷移する。
　また、［枠外編集］ボタン９００３をユーザが押下すると、制御部２０５は、画面表示
を枠外画像編集画面９０２に遷移させる制御を実行する。さらに、［印刷］ボタン９００
４をユーザが押下すると、制御部２０５は、画面表示を前述の図６（Ｂ）に示す画面表示
に遷移させる制御を実行する。また、［戻る］ボタン９００１をユーザが押下すると、制
御部２０５は、画面表示を図６の（Ａ）に表示が遷移させる制御を実行する。
　枠外画像編集画面９０２においては、ユーザはインラインフィニッシャによって裁ち落
とされる予定の領域の画像情報（図１７に示すハッチング領域に対応する画像情報）を、
任意に編集することが可能になっている。この画面中で、中央の画像情報９０１０は、Ｈ
ＤＤ２０９のボックス文書から取り出したＲＩＰ後の画像情報に対応する。
　また、このＲＩＰ後の画像情報９０１０の上側、下側、および右側を除く中央部にＲＩ
Ｐ後の画像情報９０１１と重なるようにして表示されているハッチング領域９０２０は、
上述したオブジェクト属性情報のｂｉｔ６の値が"１"の領域である。
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【００７６】
　すなわちこのハッチング表示は、インラインフィニッシャによって裁ち落とされない領
域を示しており、ユーザによる画像編集が禁止されている。枠外画像編集画面９０２の右
側には、ユーザが操作可能なボタンが配置されている。
　右上側から並ぶアイコン表示のためのボタン９０２１は、画像編集に用いるツールであ
る。ユーザは、これらのツール（自由細線描画ツール、領域指定ツール、消去ツール、領
域塗りツール、色選択ツール、拡大表示ツール、文字追加ツール、自由太線ツール、直線
ツール、ベジエ曲線ツール）を用いて画像編集可能である。なお、自由細線描画ツールは
、ユーザの操作に従って、画像データに細線を追加するツールである。また、領域指定ツ
ールは、画像データのうち、切り取りたい領域や、コピーしたい領域をユーザの操作に従
って、指定するためのツールである。消去ツールは、画像データのうち、ユーザによって
指定された部分を消去するためのツールである。領域塗りツールは、ユーザによって指定
された領域に色を塗るためのツールである。ユーザは、これらのツールを用いて画像編集
可能である。
　ただし、画像編集可能な領域は、ハッチング表示されていない部分９０３０のみであり
、ハッチング表示された部分に対しては、ユーザはこれらの画像編集操作を行うことがで
きないように制御部２０５がその領域を管理している。なお、編集不可能な領域に対する
編集が指示されたら、制御部２０５が、ユーザに編集ができない旨を通知するようにして
もよい。
【００７７】
　［オーバレイ］ボタン９０２２をユーザが押下すると、制御部２０５は画面表示をオー
バレイ編集画面９０３に遷移させる制御を実行する。［枠変更］ボタン９０２３をユーザ
が押下すると、制御部２０５は画面表示を画像保護枠変更画面９０４に遷移させる制御を
実行する。
　［編集結果を全ページに適用］ボタン９０２４をユーザが押下することにより、このペ
ージにおいてユーザが画像編集ツールを用いて行った画像編集操作を、そのまま同一文書
の他ページのＲＩＰ後の画像情報に対しても適用される。
　これは、すべてのページに対して同一座標に配置されているカラーバーやトンボを、ま
とめて消去する場合や、同じ文字列を全ページに対して追加する場合に有効である。
　ただし、全ページに対して編集結果を適用する場合においても、各ページのＲＩＰ後画
像のオブジェクト属性第６ｂｉｔが"１"の画素は、編集結果の適用を受けることはない。
［プレビューに戻る］ボタン９０２５をユーザが押下すると、制御部２０５は画面表示を
プレビュー画面９０１に遷移させる制御を行う。
【００７８】
　オーバレイ編集画面９０３においては、ユーザはＲＩＰ後の画像情報に対してオーバレ
イ画像を作成することが可能である。ここで、作成されたオーバレイ画像情報は、ＲＩＰ
後の画像情報中のオブジェクト属性を示す第６ビットとは関係なく、各ページごとに自由
にオーバレイすべき画像を生成することが可能である。
　制御部２０５は、オーバレイすべき画像情報を、各ページのＲＩＰ後の画像情報とリン
クする形で、ＨＤＤ２０９に一時的に保存する。ここで、制御部２０５は、画面右上に、
一時的に保存されているオーバレイ画像の縮小画像を確認することができるウインドウ９
０４０を表示する。
　この縮小画像上で、任意のページを押下することで、ユーザはＲＩＰ後の画像領域内で
自由にオーバレイ画像情報の作成を行ことが可能である。
【００７９】
　その際には、枠外編集画面９０２にて示したアイコン表示のためのボタン９０２１と同
様のボタンが表示され、枠外編集画面９０２の手順と同様にユーザがオーバレイ画像情報
を作成することができる。ここでは、オーバレイする画像情報の例として、ページ番号や
通し番号等のテキストの例を示す。
　［編集結果を全ページに適用］ボタン９０４１をユーザが押下することにより、このペ
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ージにおいてユーザが画像編集ツールを用いて行ったオーバレイ画像情報の編集操作は、
そのまま同一文書の他ページのオーバレイ画像に適用（反映）される。
　［枠外編集に戻る］ボタン９０４２をユーザが押下すると、制御部２０５は画面表示を
枠外編集画面９０２に遷移させる制御を実行する。また、同時に、制御部２０５は、ＨＤ
Ｄ２０９に一時的に保存されていたオーバレイ画像情報を、リンクする各ページのＲＩＰ
後の画像情報にオーバレイ合成する処理を実行する。ただし、各ページのＲＩＰ後画像の
オブジェクト属性第６ｂｉｔが"１"の画素は、オーバレイ合成の適用を受けることはない
。
【００８０】
　画像保護枠変更画面９０４において、ユーザはＲＩＰ後の画像情報のオブジェクト属性
を示す第６ｂｉｔの値を変更することが可能である。
　これは、インラインフィニッシャによる裁ち落としで残る画素領域９０５０に対して例
外的に画像編集を行いたい場合に有効である。本画面中では、ＲＩＰ後の画像情報に対し
て、オブジェクト属性を示す第６ｂｉｔが"１"の画素領域９０５０をハッチング表示して
いる例である。
　また、制御部２０５は、ハッチング表示の上下左右に、領域変更のための矢印アイコン
ボタン９０５１～９０５４を表示する。ここで、ユーザが矢印アイコンボタン９０５１～
９０５４を押下したままドラッグ操作を行うことによって、ハッチング領域を変化（変更
（拡大方向もしくは縮小方向））することができる。また、同時に、ハッチング領域の変
化に連動して、ＲＩＰ後の画像情報のオブジェクト属性を示す第６ｂｉｔの値も更新され
る。
【００８１】
　また、この画面上では一点鎖線を用いて、インラインフィニッシャのカッタ１２０７が
断裁を行う部分９０６１～９０６３も表示されている。この一点鎖線表示は変化しない。
このため、ユーザは、画像保護枠変更画面９０４において、もともとの画像編集不可領域
と、ユーザ操作によって変更した画像編集不可領域の差異を確認することが可能である。
　［編集結果を全ページに適用］ボタン９０７１をユーザが押下すると、本ページでユー
ザが変更したＲＩＰ後の画像情報のオブジェクト属性を示す第６ｂｉｔの値が、全てのペ
ージに適用される。
　ただし、両面印刷の表面と裏面とでは、適用結果が異なる。左右開きの製本が指定され
ている場合には、表面と裏面では左右反転、上下開きの製本が指定されている場合には、
表面と裏面では上下反転したオブジェクト属性値が適用される。［枠外編集に戻る］ボタ
ン９０７２をユーザが押下すると、制御部２０５は画面表示を枠外編集画面９０２に遷移
させる制御を実行する。
【００８２】
　以上説明したように、本実施形態の印刷システム１０００はプレビュー画面処理におい
て、以下の効果を奏する。
　先行技術である特許文献１にて開示されている技術においては、インラインフィニッシ
ャによって裁ち落とされる領域の画像は、塗り足しとよばれる領域を除いて、一律にＲＩ
Ｐ後の画像情報から消去されていた。それに対し、本実施形態においては、裁ち落とされ
る領域の画像情報に対して、ユーザの都合により、選択的に画像消去や画像追加が可能に
なっており、ユーザの利便性がよい。
　ここで注目すべきは、ＲＩＰ後の画像情報のオブジェクト属性情報に、ユーザによる画
像編集を制限する属性を追加したことである。これにより、ユーザがＲＩＰ後画像の画像
編集を行う際に、裁ち落とし領域ではない製本成果物となるべき領域の画像を、あやまっ
た操作により画像編集してしまうことを未然に防止することが可能となる。　〔第２実施
形態〕
　次に、図１９を用いて、インラインフィニッシャの断裁装置に、避けられない寸法公差
が発生する場合に、その状況をユーザに可視化し、ユーザが断裁寸法公差を考慮可能にし
た例を説明する。
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　図１９は、図４に示したタッチパネル部４０１に表示されるユーザインタフェースの一
例を示す図である。本例は、断裁寸法公差をユーザに提示する例である。
　図１９の（Ａ）において、１００１は、図１７のプレビュー画面９０１に相当するもの
である。その際は、一点鎖線にて表示されているインラインフィニッシャのカッタ１２０
７が断裁を行う部分の表示が、並行な二重線１０１１～１０１３で表示されている点であ
る。
　インラインフィニッシャの断裁装置の寸法公差は、制御部２０５内のＲＯＭ２０７内に
、数値として記録されている。この寸法公差は、ユーザが指示した断裁寸法を基準として
、正および負の方向に最大何ｍｍの差が発生するか、を示す。この数値は、糊付け製本機
２００ｂが設計、製造される段階で、製品の仕様として規定されているものである。
　プレビュー画面１００１では、断裁寸法公差を考慮して、実際に断裁が行われるもっと
も外側と、もっとも内側を、一点鎖線で表示している。
【００８４】
　また、ＲＩＰ後の画像情報のオブジェクト属性情報を示す第６ｂｉｔは、断裁寸法公差
の外側を基準に設定される。これは、ＲＩＰ後の画像情報上で、補足領域１６０３の塗り
足し領域に相当する領域を、断裁寸法公差のもっとも外側に合わせているいるためである
。
　これにより、インラインフィニッシャによる断裁処理の結果、残る可能性のある領域に
対しては、ユーザによる画像編集を防止することが可能になっている。
　同様に、図１９の（Ｂ）において、１００４は、図１７の画像保護枠変更画面９０４に
相当するものである。ここでも、一点鎖線にて表示されているインラインフィニッシャの
カッタ１２０７が断裁を行う部分の表示が、並行な二重線１０２１～１０２３で表示され
ている。ユーザが断裁寸法公差の範囲内の画像情報を編集したい場合には、画像保護枠変
更画面１００４の機能を使って、オブジェクト属性第６ｂｉｔが"１"の画素領域を変更す
ればよい。
　〔その他の実施形態〕
　なお、上述した実施形態では、ＰＤＬ受信した画像データに対して製本処理を行う実施
例を説明したが、スキャナ部２０１から読み取った画像データをＨＤＤ２０９に格納し、
格納された画像データに対して製本処理を実行する場合にも適用できる。
　また、外部のＰＣ１０３が、プレビュー画像を表示する場合に、図１６または図１８に
示す処理を実行して、図１７または図１９に示す画面を表示するようにしてもよい。
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【００８５】
１００　印刷装置
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